






要約:大都市圏での急速な住居の高層化に鑑み、東京都内などの高層集合住宅地区にて調

査研究を行なった結果、現時点では高層なる物理条件が直接的に乳幼児の健康に影響を及

ぼす可能性は小さいが、外出しにくい環境が、乳幼児の心身の成長発達の遅れ・歪みを助

長する背景の因子となることが示唆された。この問題解決に当っては、高層居住の母子の

相互行動と健康の関連に関する分析の他、海外との開運事情の比較研究も有用である。


